
 

 

 

 

 

 

 

 

経口投与による RNA 干渉法を用いた害虫の早期食害停止の誘発に成功 

 

 近年、化学農薬とは異なる害虫防除法として、RNA 干渉（RNAi）法を利用した防除法（RNA

農薬）が注目されています。RNA 農薬は、二本鎖 RNA を害虫種に投与し、RNAi を誘導する

ことで、内在遺伝子の機能を阻害し、害虫の駆除を目指すものです。効果的な RNA 農薬の実

現には、最適な標的遺伝子の選定が必須となります。しかし、RNA 農薬の候補としてこれま

でに標的にされてきた致死や成長阻害をもたらす遺伝子の場合、効果の誘発までに時間を要

するため、その間も農作物への食害が進行してしまう点が課題となっていました。今回、基

礎生物学研究所及び総合研究大学院大学の千頭康彦大学院生と新美輝幸教授らのグループは、

中部大学の鈴木孝征准教授、名古屋大学の吉岡博文准教授、柳沼利信名誉教授、国立遺伝学

研究所の佐藤豊教授との共同研究により、ナス科（主にジャガイモやトマトなど）の害虫で

あるニジュウヤホシテントウにおいてプログラム細胞死を阻害する遺伝子（diap1



 

破する新たな技術の開発が望まれています。 

 近年、既存の害虫防除法とは全く異なる原理に基づく新たな害虫防除法として RNA 干渉

（RNAi）法による遺伝子機能抑制を利用した害虫防除法（RNA 農薬）が提唱され、その研究

開発が国内外で進められています。二本鎖 RNA





 


